
2026年度
看護学専攻
新入学生オリエンテーション
ー履修・学習・生活の留意点についてー
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医学部保健学科看護学専攻では、看護学の理論と技術を修得し、
人間の尊厳を守り、地域特性に合わせた看護を実践できる看護
職を志す、次のような人を広く受け入れます。

1．健康に関わる様々な問題について、深く広い関心のある人
2．看護学を学ぶために必要な基礎学力のある人
3．相手の言葉に耳を傾け、相手の立場を思いやることができ、
自らも的確に表現する力のある人

4．問題解決のために柔軟な発想と多面的・論理的な思考力を
持ち、自分の考えを表現できる人

5．自ら課題を見出し主体的、創造的に探究して自己の成長を
目指す人
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ようこそ（入口）
アドミッション・ポリシー：AP（入学者受け入れ方針）



1．看護職者の役割と責務を理解し、豊かなコミュニケーション能力
を身につけ、倫理的に行動することができる。

（DP1-1援助的人間関係、DP1-2倫理）

2．看護の基礎となる人間と健康生活を理解し、人間、健康、環境、

看護に関する専門的知識と技術の修得、さらに、あらゆる対象の
健康生活のために科学的根拠に基づいて看護を実践する能力を有
している。

（DP2-1対象理解、DP2-2健康課題の判断、DP2-3看護行為の実施）

3．対象者の利益のために保健・医療・福祉をはじめ種々の関係者と
連携・協働し、調整する能力を有している。

（DP3-1連携・協働）

4．看護学の発展のために、看護実践の中から課題を自律的に探求し、
論理的・創造的に解決し続ける能力を有している。

（DP4-1課題探求・論理的創造的解決力、DP4-2生涯学習力）

＊赤字は省略語3

出口
ディプロマ・ポリシー：DP（学位授与方針）
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APとDP、コンピテンシー（看護実践能力）との関連
AP（入学時の皆さんの特性） DP（卒業時に獲得する能力） CPT（看護実践能力）

AP1.健康に関わる様々な問題について、深く広い関心のある人
AP3.相手の言葉に耳を傾け、相手の立場を思いやることができ、
自らも的確に表現する力のある人

DP能力１－１
援助的人間関係形成

CPTⅠ
関係性形成能力

AP1.健康に関わる様々な問題について、深く広い関心のある人
AP3.相手の言葉に耳を傾け、相手の立場を思いやることができ、
自らも的確に表現する力のある人

DP能力１－２ 倫理
CPTⅡ

倫理的能力

AP1.健康に関わる様々な問題について、深く広い関心のある人
AP2.看護学を学ぶために必要な基礎学力のある人
AP4.問題解決のために柔軟な発想と多面的・論理的な思考力を持
ち、自分の考えを表現できる人

DP能力２－１ 対象理解

CPTⅢ
健康課題解決能力

DP能力２－２ 健康課題の判断

DP能力２－２ 健康課題の判断

DP能力２－３ 看護行為の実施

AP1.健康に関わる様々な問題について、深く広い関心のある人
AP3.相手の言葉に耳を傾け、相手の立場を思いやることができ、
自らも的確に表現する力のある人
AP4.問題解決のために柔軟な発想と多面的・論理的な思考力を持
ち、自分の考えを表現できる人

DP能力３－１ 連携協働
CPTⅣ

連携・協働能力

AP1.健康に関わる様々な問題について、深く広い関心のある人
AP4.問題解決のために柔軟な発想と多面的・論理的な思考力を持
ち、自分の考えを表現できる人
AP5.自ら課題を見出し主体的、創造的に探究して自己の成長を目
指す人

DP能力４－２
課題探求・論理的創造的解決力

CPTⅤ
専門性追求能力

DP能力４－１
生涯学習力

＊看護実践能力とは、卒業後も目指していくべき看護職として実践の場面で発揮される行動として表れる能力



手元に資料はありますか？

1. 全学共通科目 履修案内

2. 医学部規則

3. 助産師国家試験必要科目一覧

4. 保健学科教育学修プログラム
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履修に関して（重要）
＊履修案内を開いてください
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履修手続きの流れ（履修案内 p1）
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• 必修科目も選択科目も履修登録が必要です。履修登
録期間に履修登録を完了すること。履修登録を忘れ
ると試験の受験資格がありませんので、単位はとれ
ません。

• 登録ボタンを確実に押す！！！

• 教養科目は選択必修科目・選択科目となっています。

• 教養科目は少し多めに履修登録することをおすすめ
します（ギリギリ選択して単位が取れなかった場合進級できない）。

• 多めに履修登録して、受講しない科目がでた場合には、履修取り消し期間(p1)に

履修を取り消してください。GPA(p25)に影響します。

履修に関して（履修案内ｐ１）
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相談先
教育支援課（共通教育棟玄関横）



全学共通科目について
医学部規則P2 第7条（卒業の要件）

P14課程表をみてください
全学共通科目

専門科目
卒業必要単
位数入門科目 教養科目 外国語科目

健康
スポーツ
科目

小計

5単位
18単位
以上

10単位
以上

1単位
34単位
以上

99単位
以上

133単位
以上

※課程表、履修案内をよく読んで履修しましょう。

単位制度（履修案内 p3,4）
1単位の授業科目を修得するためには45時間の学習時間が必要とされる。
1単位あたりの授業時間
１）講義 15時間
２）演習および全学共通科目の実技 30時間
３）実験・実習および実技 45時間
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1単位あたりの授業時間と自習時間
（履修案内 p4）

単位には自習時間も含まれるよ！！

授業時間 自習時間 合計

講義 15回 30時間 60時間 90時間 2単位

演習および全学共通科目の実技

（例：外国語科目、健康スポーツ科目）
15回 30時間 15時間 45時間 1単位

実験、実習および実技

（全学共通科目の実技を除く）
15回 45時間 0時間 45時間 1単位

＊1回90分の授業を、2時間の授業時間とみなす

＊クオーター開講科目のうち、毎週1回✕8週のものについては、学習時間・単位数が上表の数値の半分となる

学習時間
授業の形態 授業回数 単位数
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ちなみに、
ここをクリックすると本日の資料が閲覧できます

履修に関して（医学部HP）

卒業するために必要な
科目、履修年次、単位
が記載されているもの
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コースツリー
（医学部HP）
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4年間でDPの獲得を意識する
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履修案内のp36
医学部規則のp14

必修

必修
健康スポーツ科目

1単位

「健康と生命」
保健医療概論
社会福祉

「人文・社会分野」
生命倫理

4単位

8単位以上



・備考欄の要件を満たすと１２単位（最低限とらなければならない）

・２年次以降の開講科目が少ないため、1年次に、主題科目、基幹科目（人文・社会
分野）から、さらに1科目２単位（教養科目合計14単位）以上、できれば2科目４単
位（教養科目合計16単位）とっておくことを推奨。

・教養科目は、人文社会分野までの合計が15単位以上、教養科目合計18単位以上
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教養科目の備考欄（重要）

１年次開設の主題科目、基幹科目（人文・社会分野）から次の科目（単位）を修得する
こと
主題科目：保健医療概論（2単位）、社会福祉（１単位）
基幹科目：生命倫理（１単位）

人文・社会分野の選択必修科目のうち、
人文系の複数の学問領域から２科目４単位以上、
社会系の複数の学問領域から２科目４単位以上

合わせて4単位

合わせて8単位以上

例）1年次に16単位とると、2年次必修の保健統計学をとれば18単位をみたす
例）1年次に15単位とると、2年次必修の保健統計学と後期のカウンセリングをとれば18単位をみたす
例）1年次に14単位とると、2年次必修の保健統計学と後期のカウンセリング、臨床心理学をとれば18単
位をみたす



• 休日、授業曜日、予備日を確認してください（七曜表）。
• シラバスは、全学共通科目は「学務支援システム」で、専門
科目は「保健学科教育学修プログラム」で確認します。

＊シラバスとは（履修案内p5）：開設科目に関する授業計画。担当教員の情報や授業科目の
目的、教科書、成績評価の方法など重要なことが記載されている。

• 「保健学科教育学修プログラム」は、医学部HPでも確認で
きます。

> 学部生の方へ > 授業・履修 > シラバス（閲覧用）

> 令和8年度シラバス > 前期開講

> 看護学専攻1年次

履修に関して
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1年次はキャンパスカレンダー
（学年暦と七曜表）

七曜表

学年暦・七曜表にて、
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トップ > 学部生の方へ

>授業・履修

>学年歴・七曜表・授業時
間配当表・課程表

> 令和８年度医学部学年

暦・七曜表・授業時間配
当表

2年次からは
医学部HPへ
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看護学専攻学生が取得できる資格（重要）

• 国家試験受験資格
–保健師（全員）
–看護師（全員）
–助産師（人数制限あり、3年終了時に選抜）

＊助産師国家試験受験資格に必要な科目の選択
・・・配布資料確認

• その他の資格
– 養護教諭２種・・・科目選択（必修科目＋憲法学）
– 看護専門学校教員・・・科目選択（必修科目＋教育学）
– 新生児蘇生（Ｂ）・・・研修参加と試験
– 受胎調節実施指導員・・・助産コース選択

– ピア・カウンセラー（思春期保健）・・研修参加と実践

※憲法学、教育学は鳥取キャンパスのみで開講。
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授業の欠席について（履修案内p23）

１．授業欠席届

• やむを得ない事情（病気、交通事故、災害及び忌引、課外
活動等）のため授業に出席できない場合は、原則として授
業実施後２週間以内に授業欠席届を担当教員へ提出。

２．長期欠席届

• ８日以上連続して授業に出席できない場合は、診断書等の
証明書類を添えて、長期欠席届を提出（教育支援課教務企
画係）。

３．感染症による出席停止：感染症届出書
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受講・試験の注意点
履修案内p105鳥取大学単位認定規則

• 第３条（出席時間数）
出席時間数が５分の４に満たない者については単位の認定を
行わない（＝５分の４以上の出席が必要））
–全15回の場合⇒４回休んだら試験が受けられない
–全8回の場合⇒2回休んだら試験が受けられない
※体調不良、その他やむをえない理由で授業を欠席する場合、そのことが分か
った時点で科目責任者に電話かメールで事前に連絡するようにしてください。

※欠席届は履修案内p23を参照し提出してください（教育支援課教務企画係）

・第７条(受験不正行為による単位不認定) 

試験(論文及びレポート等を含む)において不正行為を行った場合は,当
該期の単位はすべて認めない。
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学習・生活に関して
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授業のマナー（履修案内p22）

＊鳥取大学における生成系AIの利用に関する基本方針と注意事項
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毎日 確認してください

1．eduメール（学籍番号のGmail）

2．学務支援システム（campus square）

3．manaba（e-learningシステム）

4．鳥取大学HP

1・2・3については、リマインダ設定を推奨します！
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1．eduメール（学籍番号のGmail）
大学からの連絡は「大学メール」で行います

大学からの重要連絡は大学メールを通じて学生個人宛に
送信されます。そのため、大学メールの確認は学生自身
の責任で行う必要があります。

大学メールは「見ていなかった」「気づかなかった」で
は対応できない場合があります。自分で確認する習慣を
つけましょう。

＊複数アカウントを持っている場合、メールを開いた時
に「すべての受信トレイ」を選択する習慣をつける

千華
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看護の先生は、
manabaが大好き
→コースニュース



2．学務支援システム（campus square）
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3．manaba（e-learningシステム）
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3．manaba（e-learningシステム）
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4月末ごろ
教育支援・国際推進機構から「入力」の

案内が届きます！
見逃さないように注意してください。
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図１：鳥取大学として目指す姿

自己理解に基づく学修方略の計画

・自己の得意、苦手な分野の認識
・課題に応じた学修方法の獲得
・課題困難さの判断

能動的な学修遂行（モニター・コントロール）

・自己の行動目標立案
・目標に到達するための学修方略を
考えながら学修

学修の自己評価と改善

・学修目標達成の自己評価
・学修方略の適切さを評価
・学修がよりうまくいくための改善

「
自
ら
学
べ
る
」
学
修
者
を

育
成
す
る
た
め
の
サ
イ
ク
ル

フォーマル学習
（学校教育内の学修）

講義

演習

実習

「問題解決能力」「知的創造能力」育成に繋がる

インフォーマル学習
（学校教育外の学修）

大学
カリキュラム

教養体験

自然体験

運動体験

ボランティア
体験

など

鳥取大学が考える「自己調整学習者」総合的学生支援(Quality of College Life)の充実

など

eポートフォリオ
・自己PRショーケースの作成
・学習成果の蓄積と可視化

LMS
・AI解析システム ・バーチャルクラスルームの導入
・学びのコンテンツの充実、レコメンドシステムの導入
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重要！！ 目的：
1. 学生の学修活動振り返りによる能動的学修の促進
2. 学生のキャリア形成支援

＊e-ポリでは、ディプロマ・ポリシー能力（DP能力）を自己評価します。DPとは、「学位授与方針」のこと

で、大学が、その独自性並びに特色を踏まえてまとめた、「卒業（修了）時に身に付けるべき能力」の
ことを指します。
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アドミッション・ポリシーと
ディプロマ・ポリシーとコンピテンシーの関連
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4．鳥取大学HP
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看護学専攻HPトップ
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コンピテンシー（看護実践能力）
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DP2-1,2,3 対象理解、健康課題
の判断、看護行為の実施

DP1-1 援助的人間関係形成

DP1-2 倫理

DP3 連携・協働

DP4-1,2 生涯学習力、課題
探求・倫理的創造的解決力

卒業時に到達すべきコンピテンシー獲得の手引きを読んでおきましょう！
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1 法令順守

2 社会人基礎力を身につける

3 学生生活での困りごとへの対処

4 自己防衛

気を付けていて欲しい 4つのこと
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１ 法令順守・・・未成年の飲酒×

(未成年の)喫煙×

危険薬物×

交通違反×

傘さし自転車× など

＊警察のお世話になると国家資格が取れなくなることも！

・保健師助産師看護師法に規定：罰金以上の刑に処せられた者
には、免許を与えないことがある。

＊令和８年４月１日から、道路交通法の一部を改正する法律
（令和６年法律第34号）のうち、16歳以上の自転車の運転者を
交通反則通告制度の対象とする規定が施行。
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２ 社会人基礎力・・・社会常識を学ぶ
SNSの使用法に注意する

肖像権侵害・著作権の侵害・悪意の書き込み
授業資料は学外ネットワークに出さない など

近隣に迷惑をかけない
騒音・自転車の運転の仕方 など

感染予防行動

自身の健康管理（マスク・手洗い・栄養休息）
「鳥取大学新型コロナウイルスの感染拡大防
止のための行動指針」を遵守する など
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３ 学生生活での困りごとへの対処
・健康（身体とメンタル）
・学習面
・生活面 など

必ず相談しよう・・・人に頼ることは大切です

・友人や家族
・学生係
・なんでも相談窓口（鳥取キャンパス）
・保健管理センター
・学級担任、チューター

などに相談
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４ 自己防衛・・・自分を守る
・性暴力（夜間の移動、デートDV含など）
・ブラックバイト
・カルト団体
・消費者トラブル
・ハラスメント

など
＊バイトを決める時には、しっかり情報収集！学生が学
生らしい生活を送れなくしてしまうアルバイトがありま
す。正社員並みに働かせられることによって学業に支障
をきたしてしまったり、シフトを一方的に決められるこ
とによって授業や課外活動に参加できなくなってしまっ
たりするケースが増えてきています。

ブラックバイトユニオン：http://blackarbeit-union.com/aboutUs/aboutBlackarbeit/
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充実した学生生活を送りましょう
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「基礎看護学」からのお知らせ

電子教科書クーポン購入のお願い

４月10日（金）の授業で使用します。

・電子教科書を使用するため、

事前にクーポンの購入が必要です。

・購入期限：４月8日（水）まで

・期限までに購入いただくことで、

４月10日の授業で利用可能になります。

科目責任者；宮本まゆみ

購入については、こちらの資料を参照ください

基礎看護学からのお知らせ
（宮本まゆみ先生）
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